
学校番号 1012 

令和５年度 芸術科 

 

教科 美術 科目 絵画 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

主にアクリル絵の具を使い絵画作品を制作し、相互に作品鑑賞を行う。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・ 表現形式の特性について理解を深めるとともに、専門的な技能を身につけるようにする。 

・ 表現及び鑑賞に関する創造的な思考力、判断力、表現力等を育成する。 

・ 絵画表現の可能性を追求する態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

絵画表現に関する専門

的で幅広い多様な内容

について関心・意欲を

持って取り組む。 

個々の生徒が本来持っ

ている感性を生かし、

独創的・創造的な発想

や構想をする能力を身

に付ける。 

絵画用具に関する知

識や表現技能を総合

的に働かせ、創造的

な表現をする技能を

獲得する。 

作品鑑賞の視点を深

化させ、創造的な思

考力、判断力を獲得

する。 

評
価
方
法 

授業感想レポート 

取組状況・制作態度を

観察 

取組状況・制作態度を

観察 

提出作品 

提出作品 作品スケッチ、文章 

自己・相互評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元

名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

※１年間の授業の進め方の

説明。 

美術系の進路について。 

○    a:造形に対する興味をもち、自

分の進路について考えていく

姿勢があるか。 

取組状況・

制作態度を

観察 

 

描
写 

 

※モチーフの特徴を捉えた

構成、観察、表現を学ぶ。 

○ 〇 ○  a:モチーフを観察する態度。 

b: c:独自の発想による画面構

成力や絵画表現力 

取組状況・

制作態度 

提出作品 



レ
ポ
ー
ト 

 

※学んだ事の確認および、

自己・相互評価 

○   ○ a:絵画表現に対する意欲、興味

を持っているか。 

d:作品鑑賞の能力 

絵画表現に対する意欲、興味を

持っているか。作品理解を深め

ようとしているか。 

作品スケッ

チ、文章 

自己・相互

評価 

色
彩
理
解 

※色彩構成の基礎知識を学

ぶ。 

※平面構成の留意点につい

て。 

○  ○  a:c:配色、混色等について、表

現への意欲、態度が見られる

か。 

取組状況・

制作態度を

観察 

提出作品 

２ 

学
期 

夏
休
み
の
課
題 

    ○ 

油
絵
作
成
① 

  

高校展鑑賞レポート ○   ○ a:d:作品鑑賞の能力 

絵画表現に対する意欲、興味を

持っているか。作品に対する理

解を深めようとしているか。 

鑑賞レポー

ト 

絵
画
制
作
① 

 

※卓上モチーフ 

モチーフの形態をよく観察

し、そこから感じ取ったも

のを独自に解釈し、絵画作

品へ制作する。 

○ ○ ○  a,b,c:課題の目的、目標を理解

し、制作に取り組むことができ

たか。 

自己・相互評価。 

観察（取組

状況、制作

態度） 

提出作品 

レ
ポ
ー
ト 

 

※学んだ事の確認および、

自己・相互評価 

○   ○ a:絵画表現に対する意欲、興味

を持っているか。 

d:作品鑑賞の能力 

絵画表現に対する意欲、興味を

持っているか。作品理解を深め

ようとしているか。 

作品スケッ

チ、文章 

自己・相互

評価 

３ 

学
期 

絵
画
制
作
② 

 

※風景制作 

各自で見つけた景色をよく

観察し、そこから感じ取っ

たものを独自に解釈し、絵

画作品へ制作する。 

○ ○ ○  a,b,c:課題の目的、目標を理解

し、制作に取り組むことができ

たか。 

自己・相互評価。 

観察（取組

状況、制作

態度） 

提出作品 

レ
ポ
ー
ト 

※一年間をとおしての自己

評価 

   ○ d:１年間の勉強を通して造形

に関する基礎知識の習得と制

作･展開する姿勢ができたかど

うか。 

自己評価レ

ポート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


